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第
四
節
　
　
唐
紙
切
の
位
置

一

本
書
（
前
節
）
中
、
葦
手
本
と
最
も
近
い
関
係
に
あ
る
の
は
伝
藤
原
公
任
筆
唐
紙
本
和
漢
朗
詠
集
切
（
本
節
で
は
略
称
：
唐
紙
切
、
略
号
：
唐
）

で
あ
る
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
「
唐
紙
切
が
藤
原
伊
房
（
一
〇
三
〇
―
一
〇
九
六
）
の
真
筆
、
ま
た
は
伊
房
の
時
代
の
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
事

実
で
あ
る
な
ら
ば
葦
手
本
は
比
較
的
純
度
の
高
い
、
唐
紙
切
の
本
文
に
ま
で
遡
り
得
る
性
格
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
推
測
し
た
。

本
節
で
は
、
唐
紙
切
の
書
写
内
容
、
表
記
、
書
の
面
に
焦
点
を
当
て
て
唐
紙
切
の
位
置
付
け
を
巡
っ
て
考
察
を
行
っ
た
結
果
に
つ
い
て
報
告
を

行
い
、
ま
た
そ
れ
ら
の
事
例
に
基
づ
き
、
唐
紙
切
の
書
写
者
、
書
写
年
時
に
関
す
る
私
見
を
述
べ
る
。 

唐
紙
切
に
つ
い
て
、
調
査
し
得
た
箇
所
）
1
（

を
詩
歌
番
号
順
に
並
べ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
本
節
に
お
け
る
調
査
は
そ
の
範
囲
内
と
す
る
。

二

本
調
査
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
い
ず
れ
か
の
伝
本
に
存
し
な
い
詩
歌
句
数
は
八
首
（
17
・
237
・
246
・
249
・
257
・
271
・
321
・
337
）
で
あ
る
（
そ
こ

で
は
断
簡
等
の
切
り
取
ら
れ
た
も
の
、
及
び
そ
の
可
能
性
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
除
外
す
る
）。
そ
の
八
首
の
う
ち
、
唐
紙
切
と
諸
伝
本
と
の

関
係
を
見
る
た
め
、脱
落
、
ま
た
は
追
補
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
、
い
ず
れ
か
一
本
の
み
が
他
本
と
異
な
る
場
合
を
除
く
と
次
の
二
首
（【
詩

歌
句
等
の
有
無
】
①
・
②
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
括
弧
内
に
は
諸
伝
本
の
略
号
を
挙
げ
、
当
該
詩
歌
句
の
有
無
の
区
別
を
示
す
。

ま
た
諸
伝
本
間
に
見
ら
れ
る
排
列
上
の
異
同
の
全
て
を
挙
げ
る
と
次
の
【
詩
歌
句
等
の
排
列
】
⑴
・
⑵
・
⑶
の
通
り
で
あ
る
。

11
〜
26
・
31
〜
33
・
68
〜
（
77
））

2
（

・
94
〜
97
・
101
・
108
・
110
〜
（
113
）・
133
〜
136
・
143
〜
152
・
154
・
228
〜
237
・（
241
）
〜
260
・
265
〜
267
・
269
〜
275
・

277
〜
279
・（
304
）・（
305
）・
315
〜
（
317
）・
318
〜
321
・
334
〜
337
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【
詩
歌
句
等
の
有
無
】

①
17 

有
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
唐
・
山
・
葦
）

 　
　

無
（
巻
・
戊
）

②
321
有
（
行
大
・
粘
・
伊
・
久
・
唐
・
巻
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

 　
　

 

無
（
雲
・
関
）

【
詩
歌
句
等
の
排
列
】

⑴
110
・
111
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
山
・
戊
）

111
・
110
（
唐
・
葦
）

⑵
137
〜
143
・
133
〜
136 

﹇
巻
上
・
春
部
「
躑
躅
」・「
款
冬
」・「
藤
」
﹈
（
雲
・
関
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

143
・
133
〜
136 

﹇
巻
上
・
春
部
「
款
冬
」・「
藤
」
﹈
（
唐
）

133
〜
143 

﹇
巻
上
・
春
部
「
藤
」・「
躑
躅
」・「
款
冬
」
﹈
（
粘
・
伊
）

⑶
273
・
272
（
雲
・
関
・
久
・
唐
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

272
・
273
（
粘
・
伊
・
多
）

右
の
事
例
の
う
ち
の
【
詩
歌
句
等
の
排
列
】
⑴
に
お
い
て
唐
紙
切
と
葦
手
本
の
み
が
一
致
し
て
い
る
点
、
及
び
諸
伝
本
に
は
粘
葉
本
類
（
粘
葉

本
・
伊
予
切
等
）
と
雲
紙
本
類
（
雲
紙
本
・
関
戸
本
）
と
が
あ
る
点
は
既
に
本
書
中
、
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。

粘
葉
本
類
と
雲
紙
本
類
と
の
違
い
の
う
ち
、
顕
著
と
言
え
る
の
は
右
の
【
詩
歌
句
等
の
排
列
】
⑵
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
巻
上
・
春
部
巻
末

の
三
詩
歌
群
の
排
列
が
「
躑
躅
」・「
款
冬
」・「
藤
」
で
あ
る
の
が
雲
紙
本
類
で
あ
り
、「
藤
」・「
躑
躅
」・「
款
冬
」
で
あ
る
の
が
粘
葉
本
類
で
あ
る
）
3
（

。

唐
紙
切
の
「
款
冬
」
に
配
さ
れ
た
詩
歌
句
に
つ
い
て
は
断
簡
で
あ
る
た
め
、
そ
の
末
尾
に
位
置
す
る
143
し
か
確
認
し
得
な
い
も
の
の
、
そ
の
一

首
の
存
在
に
よ
り
「
款
冬
」
の
次
は
「
藤
」
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
そ
こ
か
ら
唐
紙
切
は
雲
紙
本
類
等
の
伝
本
と
同
排
列
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る



255　 第三章　第四節

と
言
え
る
。
⑶
の
事
例
も
唐
紙
切
は
雲
紙
本
類
と
同
排
列
で
あ
る
。 

一
方
、【
詩
歌
句
等
の
有
無
】
②
は
、
雲
紙
本
・
関
戸
本
に
の
み
存
し
な
い
句
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
諸
伝
本
中
、
雲
紙
本
・
関
戸
本
の

二
本
に
の
み
存
し
な
い
句
数
は
一
〇
首
に
上
り
、
当
該
句
は
そ
の
中
の
一
首
で
あ
り
）
4
（

、
②
が
唐
紙
切
と
粘
葉
本
類
と
の
近
し
さ
を
示
す
事
例
で
あ

る
と
は
言
い
難
い
。
そ
れ
は
当
該
句
の
下
方
に
小
字
に
て
注
さ
れ
て
い
る
注
記
の
記
載
内
容
か
ら
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
唐
紙
切
・
大
字
切
で

は
「
田
」
と
注
さ
れ
て
お
り
、
久
松
切
・
戊
辰
切
に
は
「
田
達
音
」
と
あ
り
、
多
賀
切
に
は
「
秋
暮
傍
山
行　

田
達
音
」
と
あ
る
。
ま
た
山
城
切
に

は
「
白
或
本
田
」
と
あ
る
。
一
方
、粘
葉
本
・
伊
予
切
に
は
「
菅
」
と
注
さ
れ
て
い
る
。
当
該
句
の
出
典
は
『
田
氏
家
集
』
で
あ
り
、「
田
達
音
」・「
田
」

等
が
正
し
く
、
粘
葉
本
類
に
注
さ
れ
て
い
る
「
菅
」
は
誤
り
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
唐
紙
切
は
粘
葉
本
類
が
有
す
る
321
を
有
し
て
は
い
る
も
の
の
、

そ
の
注
記
を
受
け
継
い
で
は
い
な
い
こ
と
が
判
る
。
む
し
ろ
【
詩
歌
句
等
の
有
無
】、【
詩
歌
句
等
の
排
列
】
と
も
に
唐
紙
切
と
同
事
象
を
有
す
る

十
二
世
紀
の
書
写
と
さ
れ
る
諸
伝
本
（
久
松
切
・
巻
子
本
・
山
城
切
・
戊
辰
切
・
葦
手
本
等
）
と
の
一
致
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

次
に
、
個
々
の
本
文
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
を
行
っ
た
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。

唐
紙
切
と
諸
伝
本
と
の
本
文
関
係
を
み
る
た
め
に
、
和
歌
は
一
句
、
漢
詩
は
一
文
字
を
単
位
と
し
て
異
同
調
査
を
全
本
文
に
亘
っ
て
行
っ
た
。

そ
の
際
、
異
体
字
・
略
字
、
及
び
漢
字
と
仮
名
と
の
違
い
、
仮
名
遣
い
の
違
い
（
例
え
ば
95
「
た
れ
を
ら
さ
ら
む
」
と
「
た
れ
お
ら
さ
ら
む
」
等
）

に
つ
い
て
は
実
質
的
異
同
と
同
レ
ベ
ル
で
は
扱
え
な
い
た
め
、
本
調
査
に
お
い
て
は
異
同
と
は
見
做
さ
な
い
こ
と
と
し
た
。
後
人
に
よ
る
改
竄
か

と
思
し
き
文
字
、
剥
落
等
の
た
め
判
読
不
可
能
な
文
字
、
同
筆
と
認
め
ら
れ
な
い
文
字
等
に
つ
い
て
も
原
則
、
対
象
外
と
し
た
。
そ
の
考
察
結
果

は
本
書
（
前
節
）
中
、
掲
載
し
た
【
諸
伝
本
間
の
本
文
異
同
調
査
表
】
の
通
り
で
あ
る
）
5
（

。 

同
表
に
よ
る
と
、
唐
紙
切
と
諸
伝
本
と
の
本
文
関
係
の
概
略
に
つ
い
て
、
唐
紙
切
と
最
も
近
い
関
係
に
あ
る
の
は
葦
手
本
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
。
両
本
の
近
い
関
係
が
現
れ
て
い
る
事
例
も
本
書
（
前
節
）
中
、
既
に
挙
げ
た
通
り
で
あ
る
。

唐
紙
切
は
葦
手
本
と
近
い
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
が
、
以
下
、
述
べ
る
通
り
、
唐
紙
切
に
は
久
松
切
・
戊
辰
切
等
、
十
二
世
紀
の
書
写
と
さ
れ

る
伝
本
と
の
同
文
箇
所
も
存
す
る
。
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以
下
、
唐
紙
切
の
詩
歌
句
を
挙
げ
、
当
該
本
文
に
傍
線
を
付
し
、
そ
の
本
文
に
つ
い
て
、
諸
伝
本
間
に
見
ら
れ
る
異
同
を
示
し
、
括
弧
内
に
は

当
該
本
文
を
有
す
る
伝
本
の
略
号
を
載
せ
る
。

①
16
山
風
に
と
く
る
こ
ほ
り
の
ひ
ま
こ
と
に
う
（
唐
））

6
（

〈
同
〉
山
風
に
（
久
・
戊
・
葦
）

〈
異
〉
は
る
か
せ
に
（
雲
・
関
・
巻
・
山
）

た
に
か
せ
に
（
粘
・
伊
）

『
古
今
集
』
所
収
の
和
歌
で
あ
る
。『
古
今
集
』
に
お
い
て
「
山
風
に
」・「
は
る
か
せ
に
」・「
た
に
か
せ
に
」
の
本
文
が
併
存
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
片
桐
洋
一
氏
の
ご
指
摘
の
通
り
、『
和
漢
朗
詠
集
』
で
は
、
伝
寂
然
筆
本
等
、「
少
し
時
代
の
下
る
も
の
に
『
や
ま
か
ぜ
』

が
多
い
）
7
（

」
と
言
え
る
。

②
135
た
こ
の
う
ら
の
そ
こ
さ
へ
に
ほ
ふ
ゝ
ち
な
み
を
か
さ
し
て
ゆ
か
む
み
ぬ
ひ
と
の
た
め
（
唐
）

〈
同
〉
た
こ
の
う
ら
の
（
久
・
戊
・
葦
）

〈
異
〉
た
こ
の
う
ら
に
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
巻
・
山
）

『
万
葉
集
』・『
拾
遺
集
』・『
古
今
六
帖
』・『
人
麿
集
』
Ⅰ
・
Ⅱ
所
収
の
和
歌
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
当
該
箇
所
は
「
た
こ
の
う
ら
の
」
で
あ
り
、
文
意

か
ら
も
「
た
こ
の
う
ら
に
」
は
誤
写
と
見
ら
れ
る
。
鎌
倉
時
代
、
及
び
そ
れ
以
降
の
書
写
に
よ
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
伝
本
を
調
査
し
た
結
果
、
著

者
の
調
査
の
範
囲
で
は
「
た
こ
の
う
ら
の
」
を
有
す
る
伝
本
の
方
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

③
144
背
壁
灯
残
経
宿
焔
開
箱
衣
帯
隔
年
香
（
唐
）

〈
同
〉
灯
残
（
久
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

〈
異
〉
残
灯
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
）

『
白
氏
文
集
』
所
収
の
漢
詩
で
あ
る
。『
白
氏
文
集
』
の
当
該
箇
所
、「
灯
残
」。
木
藤
智
子
氏
は
「
灯
残
」
は
鎌
倉
期
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
見
ら
れ
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る
本
文
で
あ
り
、「
鎌
倉
期
の
朗
詠
集
は
原
詩
の
形
に
校
訂
し
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
ら
れ
た
）
8
（

。

既
に
「
灯
残
」
が
唐
紙
切
等
の
平
安
時
代
書
写
本
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
当
該
本
文
が
「
鎌
倉
期
」
の
も
の
と
限
定
さ
れ
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ

る
が
、
木
藤
氏
の
ご
指
摘
の
通
り
、
鎌
倉
時
代
、
及
び
そ
れ
以
降
の
書
写
に
よ
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
で
は
、「
灯
残
」
を
有
す
る
伝
本
が
数
多
く
見

受
け
ら
れ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

次
に
和
歌
の
表
記
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。
唐
紙
切
と
葦
手
本
・
巻
子
本
に
は
和
歌
の
真
名
書
き
が
存
す
る
点
に
お
い
て
共
通
性
が
見
ら
れ

る
。
当
該
箇
所
を
有
す
る
和
歌
を
翻
字
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
当
該
歌
の
末
尾
の
括
弧
内
に
そ
の
和
歌
を
有
す
る
伝
本
の
略
号
を
示
す
。

⑴
25
も
ゝ
し
き
の
大
宮
人
は
仮
あ
れ
や
桜
か
さ
し
て
今
日
を
く
ら
し
つ
（
唐
）

百
敷
の
大
宮
人
は
仮
有
れ
や
桜
か
指
て
今
日
は
暮
し
つ
（
巻
）

も
ゝ
し
き
の
大
宮
人
は
い
と
ま
あ
れ
や
さ
く
ら
か
さ
し
て
今
日
を
く
ら
し
つ
（
葦
）

⑵
26
春
は
猶
我
に
て
知
ぬ
花
盛
心
の
と
け
き
人
は
あ
ら
し
な
（
唐
）

春
は
猶
我
に
て
知
ぬ
花
盛
意
の
と
け
き
人
は
あ
ら
し
な
（
巻
）

春
は
猶
我
に
て
知
ぬ
花
盛
心
の
と
け
き
ひ
と
は
あ
ら
し
な
（
葦
）

⑶
258
天
原
振
去
見
は
春
日
在
御
笠
の
山
に
出
し
月
か
も
（
唐
）

天
の
原
ふ
り
さ
け
見
は
春
日
な
る
御
笠
の
山
に
出
し
月
鴨
（
巻
）

天
原
振
去
見
は
春
日
在
御
笠
の
山
に
出
し
月
か
も
（
葦
）

⑷
259
白
雲
に
翼
打
か
は
し
飛
雁
の
影
さ
へ
見
ゆ
る
秋
夜
月
（
唐
）

白
雲
に
翼
打
か
は
し
飛
雁
の
景
さ
へ
見
る
秋
の
夜
の
月
（
巻
）

白
雲
に
翼
打
か
は
し
飛
雁
の
影
さ
へ
見
る
秋
夜
月
（
葦
）

⑸
260
世
に
経
は
物
思
年
も
無
け
れ
と
も
幾
度
月
に
長
目
し
つ
濫
（
唐
）
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世
に
経
は
物
思
年
も
無
け
れ
鞆
月
に
幾
度
長
目
し
つ
嵐
（
巻
）

⑹
273
心
当
に
折
早
折
む
初
霜
の
置
迷
は
せ
る
白
菊
花
（
唐
）

意
当
に
折
は
や
折
む
初
霜
の
置
迷
せ
る
白
菊
の
花
（
巻
）

⑺
277
や
ま
さ
ひ
し
秋
も
過
ぬ
と
告
る
か
も
真
木
の
毎
葉
お
け
る
朝
霜
（
唐
）

山
寂
漠
秋
も
暮
と
告
鴨
真
木
の
毎
葉
に
置
朝
霜
（
巻
）

⑻
278
暮
て
行
秋
の
か
た
み
に
お
く
物
は
我
本
結
の
霜
に
去
け
る
（
唐
）

暮
て
行
秋
の
遊
影
に
置
物
は
我
本
結
の
霜
に
そ
有
け
る
（
巻
）

⑼
315
十
月
鐘
礼
と
共
に
甘
南
美
の
社
の
木
葉
は
雨
に
去
雨
れ
（
唐
）

無
神
月
与
時
雨
共
に
神
並
の
紅社
の
木葉
は
の
葉
は
雨
に
こ
そ
雨
れ
（
巻
）

⑽
316
見
人
も
無
て
ち
り
ぬ
る
奥
山
の
紅
葉
は
夜
の
錦
な
り
け
り
（
唐
）

見
人
も
無
て
塵
ぬ
る
奥
山
の
紅
葉
は
夜
の
錦
成
け
り
（
巻
）

⑾
336
紅
葉
せ
ぬ
時
は
の
山
に
栖
鹿
は
己
鳴
て
や
秋
を
知
ら
ん
（
唐
）

紅
葉
せ
ぬ
常
磐
の
山
に
栖
鹿
は
鹿
は
己
鳴
て
や
秋
を
知
嵐
（
巻
）

久
曽
神
昇
氏
は
「
比
較
的
書
写
年
代
の
古
い
も
の
は
、
仮
名
書
の
例
の
み
で
あ
る
が
、
少
し
く
後
れ
る
も
の
に
は
漢
字
が
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
」

と
し
、
唐
紙
切
に
つ
い
て
、
伊
房
の
手
に
よ
る
「
一
〇
九
〇
年
頃
」
の
書
写
と
推
定
さ
れ
、
さ
ら
に
「
漢
字
の
比
較
的
多
い
伝
本
」
に
元
永
本
古
今

集
（
以
下
、
元
永
本
と
略
称
す
る
）
を
挙
げ
ら
れ
た
）
9
（

。

元
永
本
の
和
歌
の
表
記
に
つ
い
て
は
小
林
芳
規
氏
に
よ
り
「
平
安
後
半
期
以
後
に
加
わ
っ
た
（
と
見
ら
れ
る
）、
和
語
の
漢
字
表
記
の
そ
れ
と
一

致
す
る
」
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
）
10
（

、
さ
ら
に
徳
永
良
次
氏
は
院
政
期
、
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
万
葉
集
解
読
作
業
が
そ
こ
に
関
係
し
て
い
る
こ
と

を
指
摘
さ
れ
た
）
11
（

。



259　 第三章　第四節

ま
た
浅
田
徹
氏
に
よ
り
元
永
本
は
「
詞
書
を
中
心
に
多
く
の
漢
字
が
流
入
し
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
に
、
そ
の
こ
と
を
逆
に
捉
え
返
し
、

積
極
的
に
多
く
の
漢
字
を
和
歌
表
記
に
引
き
入
れ
る
こ
と
で
、
新
た
な
表
現
を
試
み
た
作
品
」
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
）
12
（

。
元
永
本
は
一
一
二
〇
年

の
書
写
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
和
歌
の
真
名
書
き
と
い
う
点
に
お
い
て
元
永
本
の
表
記
は
唐
紙
切
の
表
記
と
共
通
し
て
い
る
。
元
来
、「
和

歌
は
仮
名
で
書
く
も
の
」
で
あ
り
、
以
上
の
表
記
（
和
歌
の
真
名
書
き
）
は
平
安
時
代
後
期
、「
漢
字
と
の
調
和
へ
至
る
時
代
）
13
（

」
に
行
わ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
仮
に
唐
紙
切
の
書
写
年
時
が
「
一
〇
九
〇
年
頃
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
唐
紙
切
と
元
永
本
と
の
間
に
は
三
十
年
程
の
隔
た
り
が
あ

る
こ
と
に
な
り
、
元
永
本
に
見
ら
れ
る
当
該
表
記
を
書
の
表
現
に
お
け
る
新
た
な
試
み
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
、
そ
の
所
論
と
は
整
合
し
な
い
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
、
唐
紙
切
は
葦
手
本
と
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
唐
紙
切
が
久
松
切
・
巻
子
本
・
戊
辰
切
と
同
文
箇
所
を
有

し
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
そ
れ
ら
の
本
文
は
他
の
文
献
と
の
照
合
が
な
さ
れ
た
結
果
、
生
成
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
中
の
い
く
つ
か

が
鎌
倉
時
代
、
及
び
そ
れ
以
降
の
書
写
に
よ
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
伝
本
の
本
文
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
し
た
。

さ
ら
に
唐
紙
切
と
葦
手
本
・
巻
子
本
に
は
和
歌
の
真
名
書
き
が
存
す
る
点
に
お
い
て
共
通
性
が
認
め
ら
れ
た
。
久
松
切
・
巻
子
本
は
先
学
の
研

究
に
よ
り
十
二
世
紀
の
書
写
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
）
14
（

、
葦
手
本
は
一
一
六
〇
年
の
書
写
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
一
方
の
唐
紙
切
に
つ
い

て
は
、
以
上
の
考
察
結
果
に
照
ら
し
、
果
た
し
て
「
一
〇
九
〇
年
頃
」
の
書
写
と
推
定
し
得
る
の
か
。
唐
紙
切
の
書
写
年
時
は
そ
れ
よ
り
も
下
る

の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

三

次
に
唐
紙
切
の
書
に
関
す
る
考
察
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。

小
松
茂
美
氏
は
唐
紙
切
に
つ
い
て
藍
紙
本
万
葉
集
（
以
下
、
藍
紙
本
と
略
称
す
る
）
と
同
筆
で
あ
り
、
そ
の
書
写
者
は
藤
原
伊
房
で
あ
る
と
推

定
さ
れ
）
15
（

、
島
谷
弘
幸
氏
も
唐
紙
切
・
藍
紙
本
を
伊
房
の
真
筆
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
た
）
16
（

。
し
か
し
そ
れ
を
否
定
す
る
説
も
あ
る
）
17
（

。
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伊
房
の
真
筆
と
さ
れ
て
い
る
作
品
に
は
北
山
抄
巻
三
・
七
（
以
下
、
北
山
抄
と
略
称
す
る
）、
及
び
藍
紙
本
が
挙
げ
ら
れ
る
）
18
（

。

そ
の
書
写
時
期
に
つ
い
て
、
尾
上
八
郎
氏
に
よ
る
指
摘
が
あ
る
。
尾
上
氏
は
北
山
抄
が
「
承
保
三
年
（
一
〇
七
六
）
」
で
あ
り
、
藍
紙
本
も
そ
の

「
附
近
の
書
写
な
ら
む
か
」
と
述
べ
ら
れ
た
）
19
（

。

一
方
、北
山
抄
と
唐
紙
切
と
は
「
別
筆
な
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
見
解
も
あ
り
）
20
（

、唐
紙
切
が
伊
房
の
真
筆
か
否
か
、未
だ
定
説
は
な
い
。
ま
た
、

唐
紙
切
に
つ
い
て
、
前
述
し
た
通
り
、
伊
房
に
よ
る
「
寛
治
四
年
（
一
〇
九
〇
）
頃
」
の
書
写
と
す
る
説
が
あ
る
一
方
、「
若
書
き
」
と
す
る
説
）
21
（

も

あ
る
。

そ
こ
で
伊
房
の
真
筆
と
さ
れ
て
い
る
藍
紙
本
）
22
（

を
基
準
の
一
つ
と
し
、
唐
紙
切
の
書
と
の
比
較
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
両
本
間
に
は
相

違
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
藍
紙
本
の
書
の
個
性
の
強
さ
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
以
下
、
そ
れ
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
事
例
（
図
版
）
を
挙
げ
、
両
本

間
に
見
ら
れ
る
相
違
点
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。
そ
の
記
述
内
容
を
含
む
類
例
に
つ
い
て
指
摘
す
る
場
合
は
そ
の
事
例
も
掲
出
す
る
。
当
該
文
字
と

と
も
に
二
文
字
以
上
が
続
け
て
書
さ
れ
て
い
る
場
合
は
当
該
文
字
の
上
、
ま
た
は
下
に
位
置
す
る
文
字
も
併
せ
て
掲
出
す
る
。

一
つ
の
文
字
に
い
く
つ
か
の
崩
し
方
が
存
す
る
が
、
以
下
掲
出
す
る
事
例
で
は
そ
の
中
の
い
ず
れ
か
に
限
定
す
る
。
ま
た
、
そ
の
事
例
の
中
の

当
該
箇
所
に
つ
い
て
説
明
を
施
す
際
、「
矢
印
」・「
点
線
」
等
と
呼
称
す
る
。

  

ま
ず
漢
字
に
つ
い
て
述
べ
る
。



261　 第三章　第四節

■
風
⑴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
風
⑵

藍
紙
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

唐
紙
切　
　
　
　
　
　
　

  

藍
紙
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唐
紙
切

藍
紙
本
・
唐
紙
切
の
「
風
」
に
は
右
の
⑴
・
⑵
等
、
い
く
つ
か
の
崩
し
方
が
存
す
る
。

⑴
の
タ
イ
プ
に
関
し
て
は
藍
紙
本
で
は
一
画
目
（
矢
印
①
）
が
短
い
こ
と
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
藍
紙
本
の
二
画
目
（
矢
印
②
）
の

起
筆
の
鋭
さ
、
及
び
点
線
③
の
反
り
の
部
分
（
内
側
に
入
る
角
度
、
線
の
太
さ
等
）
か
ら
力
強
さ
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
要
素
は
唐
紙

切
に
は
確
認
さ
れ
ず
、
唐
紙
切
の
書
は
柔
ら
か
い
印
象
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

右
の
⑵
の
タ
イ
プ
に
つ
い
て
は
、
藍
紙
本
で
は
風
が
ま
え
の
中
の
矢
印
④
が
上
方
に
位
置
し
、
二
画
目
（
横
画
）
に
接
し
た
り
、
重
な
っ
た
り

し
て
い
る
。
し
か
し
唐
紙
切
の
当
該
箇
所
の
上
方
に
は
余
白
が
あ
り
、
唐
紙
切
に
そ
の
特
徴
は
見
当
た
ら
な
い
。

■
春
⑴ 

藍
紙
本　
　
　
　
　
　
　
　

 

唐
紙
切

 

 

あ
り
、
そ
の
中
の
い
く
つ
か
が
鎌
倉
時
代
、
及
び
そ
れ
以
降
の
書
写
に
よ
る
『
和
漢
朗

詠
集
』
諸
伝
本
の
本
文
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
し
た
。 

さ
ら
に
唐
紙
切
と
葦
手
本
・
巻
子
本
に
は
和
歌
の
真
名
書
き
が
存
す
る
点
に
お
い
て

共
通
性
が
認
め
ら
れ
た
。
久
松
切
・
巻
子
本
は
先
学
の
研
究
に
よ
り
十
二
世
紀
の
書
写

で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
（
14

）
、
葦
手
本
は
一
一
六
〇
年
の
書
写
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
一
方
の
唐
紙
切
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
考
察
結
果
に
照
ら
し
、
果
た
し
て
「
一

〇
九
〇
年
頃
」
の
書
写
と
推
定
し
得
る
の
か
。
唐
紙
切
の
書
写
年
時
は
そ
れ
よ
り
も
下

る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。 

 

三 
 

次
に
唐
紙
切
の
書
に
関
す
る
考
察
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。 

小
松
茂
美
氏
は
唐
紙
切
に
つ
い
て
藍
紙
本
万
葉
集
（
以
下
、
藍
紙
本
と
略
称
す
る
）

と
同
筆
で
あ
り
、
そ
の
書
写
者
は
藤
原
伊
房
で
あ
る
と
推
定
し
た
（
15

）
。
島
谷
弘
幸
氏
も

唐
紙
切
・
藍
紙
本
を
伊
房
の
真
筆
で
あ
る
と
推
定
し
た
（
16

）
。
し
か
し
そ
れ
を
否
定
す
る

説
も
あ
る
（
17

）
。 

伊
房
の
真
筆
と
さ
れ
て
い
る
作
品
に
は
北
山
抄
巻
三
・
七
（
以
下
、
北
山
抄
と
略
称

す
る
）
、
及
び
藍
紙
本
が
挙
げ
ら
れ
る
（
18

）
。 

そ
の
書
写
時
期
に
つ
い
て
、
尾
上
八
郎
氏
に
よ
る
指
摘
が
あ
る
。
尾
上
氏
は
北
山
抄

が
「
承
保
三
年
（
一
〇
七
六
）
」
で
あ
り
、
藍
紙
本
も
そ
の
「
附
近
の
書
写
な
ら
む
か
」

と
述
べ
た
（
19

）
。 

一
方
、
北
山
抄
と
唐
紙
切
と
は
「
別
筆
な
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
見
解
も
あ
り
（
20

）
、

唐
紙
切
が
伊
房
の
真
筆
か
否
か
、
未
だ
定
説
は
な
い
。
ま
た
、
唐
紙
切
に
つ
い
て
、
前

述
し
た
通
り
、
伊
房
に
よ
る
「
寛
治
四
年
（
一
〇
九
〇
）
頃
」
の
書
写
と
す
る
説
が
あ

る
一
方
、
「
若
書
き
」
と
す
る
説
（
21

）

も
あ
る
。 

そ
こ
で
伊
房
の
真
筆
と
さ
れ
て
い
る
藍
紙
本
を
基
準
の
一
つ
と
し
、
唐
紙
切
の
書
と

の
比
較
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
両
本
間
に
は
相
違
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
藍
紙
本

の
書
の
個
性
の
強
さ
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
以
下
、
そ
れ
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
事
例

（
図
版
）
を
挙
げ
、
両
本
間
に
見
ら
れ
る
相
違
点
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。
そ
の
記
述
内

容
を
含
む
類
例
に
つ
い
て
指
摘
す
る
場
合
は
そ
の
事
例
も
掲
出
す
る
。
当
該
文
字
と
と

も
に
二
文
字
以
上
が
続
け
て
書
さ
れ
て
い
る
場
合
は
当
該
文
字
の
上
、
ま
た
は
下
に
位

置
す
る
文
字
も
併
せ
て
掲
出
す
る
。 

一
つ
の
文
字
に
い
く
つ
か
の
崩
し
方
が
存
す
る
が
、
以
下
掲
出
す
る
事
例
で
は
そ
の

中
の
い
ず
れ
か
に
限
定
す
る
。
ま
た
、
そ
の
事
例
の
中
の
当
該
箇
所
に
つ
い
て
説
明
を

施
す
際
、
「
矢
印
」
・
「
点
線
」
等
と
呼
称
す
る
。 

  

ま
ず
漢
字
に
つ
い
て
述
べ
る
。 

■
風
⑴ 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

唐
紙
切 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

■
風
⑵ 

藍
紙
本 

 
 

               

唐
紙
切 

 
 

 
 

 
 

 
   

 

藍
紙
本
・
唐
紙
切
の
「
風
」
に
は
右
の
⑴
・
⑵
等
、
い
く
つ
か
の
崩
し
方
が
存
す
る
。 

⑴
の
タ
イ
プ
に
関
し
て
は
藍
紙
本
で
は
一
画
目
（
矢
印
①
）
が
短
い
こ
と
が
特
徴
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
藍
紙
本
の
二
画
目
（
矢
印
②
）
の
起
筆
の
鋭
さ
、
及
び
点
線

③
の
反
り
の
部
分
（
内
側
に
入
る
角
度
、
線
の
太
さ
等
）
か
ら
力
強
さ
が
感
じ
ら
れ
る

が
、
そ
の
よ
う
な
要
素
は
唐
紙
切
に
は
確
認
さ
れ
ず
、
唐
紙
切
の
書
は
柔
ら
か
い
印
象

を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。 

右
の
⑵
の
タ
イ
プ
に
つ
い
て
は
、
藍
紙
本
で
は
風
が
ま
え
の
中
の
矢
印
④
が
上
方
に

位
置
し
、
二
画
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あ
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い
て
説
明
を

施
す
際
、
「
矢
印
」
・
「
点
線
」
等
と
呼
称
す
る
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ま
ず
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字
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」
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右
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⑵
等
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い
く
つ
か
の
崩
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方
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す
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イ
プ
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し
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紙
本
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画
目
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印
①
）
が
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い
こ
と
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特
徴
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
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た
藍
紙
本
の
二
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目
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矢
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②
）
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さ
、
及
び
点
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③
の
反
り
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分
（
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に
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る
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の
太
さ
等
）
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力
強
さ
が
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じ
ら
れ
る

が
、
そ
の
よ
う
な
要
素
は
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紙
切
に
は
確
認
さ
れ
ず
、
唐
紙
切
の
書
は
柔
ら
か
い
印
象

を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。 

右
の
⑵
の
タ
イ
プ
に
つ
い
て
は
、
藍
紙
本
で
は
風
が
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え
の
中
の
矢
印
④
が
上
方
に

位
置
し
、
二
画
目
（
横
画
）
に
接
し
た
り
、
重
な
っ
た
り
し
て
い
る
。
し
か
し
唐
紙
切

の
当
該
箇
所
の
上
方
に
は
余
白
が
あ
り
、
唐
紙
切
に
そ
の
特
徴
は
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当
た
ら
な
い
。 
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矢
印
①
（
「
日
」
）
に
注
目
す
る
と
藍
紙
本
で
は
そ
の
一
画
目
が
太
く
書
さ
れ
、
当
該
文

字
（
「
春
」
）
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
「
日
」
に
は
存
在
感
が
あ
る
。
「
春
」
の
右
払
い

（
矢
印
②
）
に
つ
い
て
、
右
の
事
例
で
は
止
め
て
い
る
が
、
藍
紙
本
の
「
春
」
で
は
次

に
例
示
す
る
ご
と
く
、
払
う
場
合
も
あ
る
。
前
述
し
た
特
徴
は
そ
こ
に
も
確
認
さ
れ
る

（
そ
の
特
徴
は
「
春
」
の
み
な
ら
ず
次
に
事
例
を
載
せ
る
通
り
、「
者
」
等
に
も
見
受
け

ら
れ
る
）
。
そ
れ
に
対
し
て
唐
紙
切
で
は
「
日
」
が
や
や
右
方
に
位
置
し
、
そ
の
結
果
、

矢
印
③
の
辺
り
に
余
白
が
生
じ
る
。
唐
紙
切
の
ご
と
き
余
白
を
有
す
る
「
春
」
は
藍
紙

本
に
は
見
出
し
得
な
い
。 
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矢
印
①
が
藍
紙
本
で
は
短
く
、
ま
た
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
直
線
的
で
あ
る
が
、
一
方
の

唐
紙
切
の
当
該
箇
所
で
は
ゆ
っ
た
り
と
運
筆
さ
れ
て
い
る
。 

前
述
し
た
矢
印
①
に
類
す
る
運
筆
は
藍
紙
本
に
お
い
て
「
木
」・「
米
」・「
珠
」・「
粟
」

等
、
他
の
文
字
に
も
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
特
徴
は
唐
紙
切
に
は
見
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。 
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藍
紙
本
の
右
払
い
に
は
矢
印
①
の
ご
と
く
重
み
が
あ
り
、
か
つ
独
特
な
曲
線
を
描
く

も
の
が
混
在
し
て
い
る
。
藍
紙
本
で
は
矢
印
①
に
類
す
る
運
筆
が
、
次
に
挙
げ
る
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伎
」・
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矢
印
①
（
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」
）
に
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目
す
る
と
藍
紙
本
で
は
そ
の
一
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目
が
太
く
書
さ
れ
、
当
該
文

字
（
「
春
」
）
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
「
日
」
に
は
存
在
感
が
あ
る
。
「
春
」
の
右
払
い

（
矢
印
②
）
に
つ
い
て
、
右
の
事
例
で
は
止
め
て
い
る
が
、
藍
紙
本
の
「
春
」
で
は
次

に
例
示
す
る
ご
と
く
、
払
う
場
合
も
あ
る
。
前
述
し
た
特
徴
は
そ
こ
に
も
確
認
さ
れ
る

（
そ
の
特
徴
は
「
春
」
の
み
な
ら
ず
次
に
事
例
を
載
せ
る
通
り
、「
者
」
等
に
も
見
受
け

ら
れ
る
）
。
そ
れ
に
対
し
て
唐
紙
切
で
は
「
日
」
が
や
や
右
方
に
位
置
し
、
そ
の
結
果
、

矢
印
③
の
辺
り
に
余
白
が
生
じ
る
。
唐
紙
切
の
ご
と
き
余
白
を
有
す
る
「
春
」
は
藍
紙

本
に
は
見
出
し
得
な
い
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と
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的
で
あ
る
が
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一
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の

唐
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の
当
該
箇
所
で
は
ゆ
っ
た
り
と
運
筆
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て
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る
。 

前
述
し
た
矢
印
①
に
類
す
る
運
筆
は
藍
紙
本
に
お
い
て
「
木
」・「
米
」・「
珠
」・「
粟
」

等
、
他
の
文
字
に
も
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
特
徴
は
唐
紙
切
に
は
見
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。 
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藍
紙
本
の
右
払
い
に
は
矢
印
①
の
ご
と
く
重
み
が
あ
り
、
か
つ
独
特
な
曲
線
を
描
く

も
の
が
混
在
し
て
い
る
。
藍
紙
本
で
は
矢
印
①
に
類
す
る
運
筆
が
、
次
に
挙
げ
る
「
伎
」・
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矢
印
①
（「
日
」
）
に
注
目
す
る
と
藍
紙
本
で
は
そ
の
一
画
目
が
太
く
書
さ
れ
、
当
該
文
字
（「
春
」
）
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、「
日
」
に
は
存
在
感

が
あ
る
。「
春
」
の
右
払
い
（
矢
印
②
）
に
つ
い
て
、
右
の
事
例
で
は
止
め
て
い
る
が
、
藍
紙
本
の
「
春
」
で
は
次
に
例
示
す
る
ご
と
く
、
払
う
場

合
も
あ
る
。
前
述
し
た
特
徴
は
そ
こ
に
も
確
認
さ
れ
る
（
そ
の
特
徴
は
「
春
」
の
み
な
ら
ず
次
に
事
例
を
載
せ
る
通
り
、「
者
」
等
に
も
見
受
け
ら

れ
る
）。
そ
れ
に
対
し
て
唐
紙
切
で
は
「
日
」
が
や
や
右
方
に
位
置
し
、
そ
の
結
果
、
矢
印
③
の
辺
り
に
余
白
が
生
じ
る
。
唐
紙
切
の
ご
と
き
余
白

を
有
す
る
「
春
」
は
藍
紙
本
に
は
見
出
し
得
な
い
。
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切
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印
①
が
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で
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短
く
、
ま
た
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
直
線
的
で
あ
る
が
、
一
方
の
唐
紙
切
の
当
該
箇
所
で
は
ゆ
っ
た
り
と
運
筆
さ
れ
て
い
る
。

前
述
し
た
矢
印
①
に
類
す
る
運
筆
は
藍
紙
本
に
お
い
て
「
木
」・「
米
」・「
珠
」・「
粟
」
等
、
他
の
文
字
に
も
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
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徴
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①
（
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日
」
）
に
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目
す
る
と
藍
紙
本
で
は
そ
の
一
画
目
が
太
く
書
さ
れ
、
当
該
文

字
（
「
春
」
）
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
「
日
」
に
は
存
在
感
が
あ
る
。
「
春
」
の
右
払
い

（
矢
印
②
）
に
つ
い
て
、
右
の
事
例
で
は
止
め
て
い
る
が
、
藍
紙
本
の
「
春
」
で
は
次

に
例
示
す
る
ご
と
く
、
払
う
場
合
も
あ
る
。
前
述
し
た
特
徴
は
そ
こ
に
も
確
認
さ
れ
る

（
そ
の
特
徴
は
「
春
」
の
み
な
ら
ず
次
に
事
例
を
載
せ
る
通
り
、「
者
」
等
に
も
見
受
け

ら
れ
る
）
。
そ
れ
に
対
し
て
唐
紙
切
で
は
「
日
」
が
や
や
右
方
に
位
置
し
、
そ
の
結
果
、

矢
印
③
の
辺
り
に
余
白
が
生
じ
る
。
唐
紙
切
の
ご
と
き
余
白
を
有
す
る
「
春
」
は
藍
紙

本
に
は
見
出
し
得
な
い
。 
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矢
印
①
が
藍
紙
本
で
は
短
く
、
ま
た
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
直
線
的
で
あ
る
が
、
一
方
の

唐
紙
切
の
当
該
箇
所
で
は
ゆ
っ
た
り
と
運
筆
さ
れ
て
い
る
。 

前
述
し
た
矢
印
①
に
類
す
る
運
筆
は
藍
紙
本
に
お
い
て
「
木
」・「
米
」・「
珠
」・「
粟
」

等
、
他
の
文
字
に
も
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
特
徴
は
唐
紙
切
に
は
見
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。 
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藍
紙
本
の
右
払
い
に
は
矢
印
①
の
ご
と
く
重
み
が
あ
り
、
か
つ
独
特
な
曲
線
を
描
く

も
の
が
混
在
し
て
い
る
。
藍
紙
本
で
は
矢
印
①
に
類
す
る
運
筆
が
、
次
に
挙
げ
る
「
伎
」・
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藍
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唐
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矢
印
①
（
「
日
」
）
に
注
目
す
る
と
藍
紙
本
で
は
そ
の
一
画
目
が
太
く
書
さ
れ
、
当
該
文

字
（
「
春
」
）
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
「
日
」
に
は
存
在
感
が
あ
る
。
「
春
」
の
右
払
い

（
矢
印
②
）
に
つ
い
て
、
右
の
事
例
で
は
止
め
て
い
る
が
、
藍
紙
本
の
「
春
」
で
は
次

に
例
示
す
る
ご
と
く
、
払
う
場
合
も
あ
る
。
前
述
し
た
特
徴
は
そ
こ
に
も
確
認
さ
れ
る

（
そ
の
特
徴
は
「
春
」
の
み
な
ら
ず
次
に
事
例
を
載
せ
る
通
り
、「
者
」
等
に
も
見
受
け

ら
れ
る
）
。
そ
れ
に
対
し
て
唐
紙
切
で
は
「
日
」
が
や
や
右
方
に
位
置
し
、
そ
の
結
果
、

矢
印
③
の
辺
り
に
余
白
が
生
じ
る
。
唐
紙
切
の
ご
と
き
余
白
を
有
す
る
「
春
」
は
藍
紙

本
に
は
見
出
し
得
な
い
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印
①
が
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紙
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で
は
短
く
、
ま
た
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
直
線
的
で
あ
る
が
、
一
方
の

唐
紙
切
の
当
該
箇
所
で
は
ゆ
っ
た
り
と
運
筆
さ
れ
て
い
る
。 

前
述
し
た
矢
印
①
に
類
す
る
運
筆
は
藍
紙
本
に
お
い
て
「
木
」・「
米
」・「
珠
」・「
粟
」

等
、
他
の
文
字
に
も
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
特
徴
は
唐
紙
切
に
は
見
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。 
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が
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①
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」
）
に
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目
す
る
と
藍
紙
本
で
は
そ
の
一
画
目
が
太
く
書
さ
れ
、
当
該
文

字
（
「
春
」
）
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
「
日
」
に
は
存
在
感
が
あ
る
。
「
春
」
の
右
払
い

（
矢
印
②
）
に
つ
い
て
、
右
の
事
例
で
は
止
め
て
い
る
が
、
藍
紙
本
の
「
春
」
で
は
次

に
例
示
す
る
ご
と
く
、
払
う
場
合
も
あ
る
。
前
述
し
た
特
徴
は
そ
こ
に
も
確
認
さ
れ
る

（
そ
の
特
徴
は
「
春
」
の
み
な
ら
ず
次
に
事
例
を
載
せ
る
通
り
、「
者
」
等
に
も
見
受
け

ら
れ
る
）
。
そ
れ
に
対
し
て
唐
紙
切
で
は
「
日
」
が
や
や
右
方
に
位
置
し
、
そ
の
結
果
、

矢
印
③
の
辺
り
に
余
白
が
生
じ
る
。
唐
紙
切
の
ご
と
き
余
白
を
有
す
る
「
春
」
は
藍
紙

本
に
は
見
出
し
得
な
い
。 

◇
春
⑵ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◇
者 

 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藍
紙
本 

 
 

     
   

 

  

■
来 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

■
来 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

唐
紙
切 

 
 

 
 

 
 

 

矢
印
①
が
藍
紙
本
で
は
短
く
、
ま
た
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
直
線
的
で
あ
る
が
、
一
方
の

唐
紙
切
の
当
該
箇
所
で
は
ゆ
っ
た
り
と
運
筆
さ
れ
て
い
る
。 

前
述
し
た
矢
印
①
に
類
す
る
運
筆
は
藍
紙
本
に
お
い
て
「
木
」・「
米
」・「
珠
」・「
粟
」

等
、
他
の
文
字
に
も
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
特
徴
は
唐
紙
切
に
は
見
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。 

◇
木 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◇
米 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

◇
珠 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◇
粟 

 
 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藍
紙
本 

 
 

               
 

 
 

 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

■
天 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

■
天 

 
 

 

藍
紙
本 

 
 

                      

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
               

 
 

 
 

   

 
 

 
    

 
  

 
 

 

藍
紙
本
の
右
払
い
に
は
矢
印
①
の
ご
と
く
重
み
が
あ
り
、
か
つ
独
特
な
曲
線
を
描
く

も
の
が
混
在
し
て
い
る
。
藍
紙
本
で
は
矢
印
①
に
類
す
る
運
筆
が
、
次
に
挙
げ
る
「
伎
」・

 

 

■
春
⑴  

藍
紙
本 

 
 

               

唐
紙
切 

 
     

 
   

 
 

 

矢
印
①
（
「
日
」
）
に
注
目
す
る
と
藍
紙
本
で
は
そ
の
一
画
目
が
太
く
書
さ
れ
、
当
該
文

字
（
「
春
」
）
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
「
日
」
に
は
存
在
感
が
あ
る
。
「
春
」
の
右
払
い

（
矢
印
②
）
に
つ
い
て
、
右
の
事
例
で
は
止
め
て
い
る
が
、
藍
紙
本
の
「
春
」
で
は
次

に
例
示
す
る
ご
と
く
、
払
う
場
合
も
あ
る
。
前
述
し
た
特
徴
は
そ
こ
に
も
確
認
さ
れ
る

（
そ
の
特
徴
は
「
春
」
の
み
な
ら
ず
次
に
事
例
を
載
せ
る
通
り
、「
者
」
等
に
も
見
受
け

ら
れ
る
）
。
そ
れ
に
対
し
て
唐
紙
切
で
は
「
日
」
が
や
や
右
方
に
位
置
し
、
そ
の
結
果
、

矢
印
③
の
辺
り
に
余
白
が
生
じ
る
。
唐
紙
切
の
ご
と
き
余
白
を
有
す
る
「
春
」
は
藍
紙

本
に
は
見
出
し
得
な
い
。 

◇
春
⑵ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◇
者 

 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藍
紙
本 

 
 

     
   

 

  

■
来 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

■
来 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

唐
紙
切 

 
 

 
 

 
 

 

矢
印
①
が
藍
紙
本
で
は
短
く
、
ま
た
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
直
線
的
で
あ
る
が
、
一
方
の

唐
紙
切
の
当
該
箇
所
で
は
ゆ
っ
た
り
と
運
筆
さ
れ
て
い
る
。 

前
述
し
た
矢
印
①
に
類
す
る
運
筆
は
藍
紙
本
に
お
い
て
「
木
」・「
米
」・「
珠
」・「
粟
」

等
、
他
の
文
字
に
も
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
特
徴
は
唐
紙
切
に
は
見
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。 

◇
木 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◇
米 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

◇
珠 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◇
粟 

 
 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藍
紙
本 

 
 

               
 

 
 

 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

■
天 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

■
天 

 
 

 

藍
紙
本 

 
 

                      

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
               

 
 

 
 

   

 
 

 
    

 
  

 
 

 

藍
紙
本
の
右
払
い
に
は
矢
印
①
の
ご
と
く
重
み
が
あ
り
、
か
つ
独
特
な
曲
線
を
描
く

も
の
が
混
在
し
て
い
る
。
藍
紙
本
で
は
矢
印
①
に
類
す
る
運
筆
が
、
次
に
挙
げ
る
「
伎
」・



263　 第三章　第四節

は
唐
紙
切
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

◇
木　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

◇
米　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

◇
珠　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

◇
粟　
　

藍
紙
本　
　
　
　
　
　
　
　

  

藍
紙
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

藍
紙
本　
　
　
　
　
　
　
　

 

藍
紙
本

■
天　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
■
天　
　
　

藍
紙
本　
　
　
　
　
　
　
　

  
藍
紙
本

藍
紙
本
の
右
払
い
に
は
矢
印
①
の
ご
と
く
重
み
が
あ
り
、
か
つ
独
特
な
曲
線
を
描
く
も
の
が
混
在
し
て
い
る
。
藍
紙
本
で
は
矢
印
①
に
類
す
る
運

筆
が
、
次
に
挙
げ
る
「
伎
」・「
受
」・「
伏
」・「
波
」
等
、
多
数
確
認
さ
れ
る
が
、
唐
紙
切
の
右
払
い
に
そ
の
特
徴
は
見
当
た
ら
な
い
。

 

 

■
春
⑴  

藍
紙
本 

 
 

               

唐
紙
切 

 
     

 
   

 
 

 

矢
印
①
（
「
日
」
）
に
注
目
す
る
と
藍
紙
本
で
は
そ
の
一
画
目
が
太
く
書
さ
れ
、
当
該
文

字
（
「
春
」
）
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
「
日
」
に
は
存
在
感
が
あ
る
。
「
春
」
の
右
払
い

（
矢
印
②
）
に
つ
い
て
、
右
の
事
例
で
は
止
め
て
い
る
が
、
藍
紙
本
の
「
春
」
で
は
次

に
例
示
す
る
ご
と
く
、
払
う
場
合
も
あ
る
。
前
述
し
た
特
徴
は
そ
こ
に
も
確
認
さ
れ
る

（
そ
の
特
徴
は
「
春
」
の
み
な
ら
ず
次
に
事
例
を
載
せ
る
通
り
、「
者
」
等
に
も
見
受
け

ら
れ
る
）
。
そ
れ
に
対
し
て
唐
紙
切
で
は
「
日
」
が
や
や
右
方
に
位
置
し
、
そ
の
結
果
、

矢
印
③
の
辺
り
に
余
白
が
生
じ
る
。
唐
紙
切
の
ご
と
き
余
白
を
有
す
る
「
春
」
は
藍
紙

本
に
は
見
出
し
得
な
い
。 

◇
春
⑵ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◇
者 

 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藍
紙
本 

 
 

     
   

 

  

■
来 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

■
来 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

唐
紙
切 

 
 

 
 

 
 

 

矢
印
①
が
藍
紙
本
で
は
短
く
、
ま
た
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
直
線
的
で
あ
る
が
、
一
方
の

唐
紙
切
の
当
該
箇
所
で
は
ゆ
っ
た
り
と
運
筆
さ
れ
て
い
る
。 

前
述
し
た
矢
印
①
に
類
す
る
運
筆
は
藍
紙
本
に
お
い
て
「
木
」・「
米
」・「
珠
」・「
粟
」

等
、
他
の
文
字
に
も
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
特
徴
は
唐
紙
切
に
は
見
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。 

◇
木 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◇
米 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

◇
珠 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◇
粟 

 
 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藍
紙
本 

 
 

               
 

 
 

 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

■
天 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

■
天 

 
 

 

藍
紙
本 

 
 

                      

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
               

 
 

 
 

   

 
 

 
    

 
  

 
 

 

藍
紙
本
の
右
払
い
に
は
矢
印
①
の
ご
と
く
重
み
が
あ
り
、
か
つ
独
特
な
曲
線
を
描
く

も
の
が
混
在
し
て
い
る
。
藍
紙
本
で
は
矢
印
①
に
類
す
る
運
筆
が
、
次
に
挙
げ
る
「
伎
」・

 

 

■
春
⑴  

藍
紙
本 

 
 

               

唐
紙
切 

 
     

 
   

 
 

 
矢
印
①
（
「
日
」
）
に
注
目
す
る
と
藍
紙
本
で
は
そ
の
一
画
目
が
太
く
書
さ
れ
、
当
該
文

字
（
「
春
」
）
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
「
日
」
に
は
存
在
感
が
あ
る
。
「
春
」
の
右
払
い

（
矢
印
②
）
に
つ
い
て
、
右
の
事
例
で
は
止
め
て
い
る
が
、
藍
紙
本
の
「
春
」
で
は
次

に
例
示
す
る
ご
と
く
、
払
う
場
合
も
あ
る
。
前
述
し
た
特
徴
は
そ
こ
に
も
確
認
さ
れ
る

（
そ
の
特
徴
は
「
春
」
の
み
な
ら
ず
次
に
事
例
を
載
せ
る
通
り
、「
者
」
等
に
も
見
受
け

ら
れ
る
）
。
そ
れ
に
対
し
て
唐
紙
切
で
は
「
日
」
が
や
や
右
方
に
位
置
し
、
そ
の
結
果
、

矢
印
③
の
辺
り
に
余
白
が
生
じ
る
。
唐
紙
切
の
ご
と
き
余
白
を
有
す
る
「
春
」
は
藍
紙

本
に
は
見
出
し
得
な
い
。 

◇
春
⑵ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
◇
者 

 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藍
紙
本 

 
 

     
   

 

  

■
来 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

■
来 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

唐
紙
切 

 
 

 
 

 
 

 
矢
印
①
が
藍
紙
本
で
は
短
く
、
ま
た
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
直
線
的
で
あ
る
が
、
一
方
の

唐
紙
切
の
当
該
箇
所
で
は
ゆ
っ
た
り
と
運
筆
さ
れ
て
い
る
。 

前
述
し
た
矢
印
①
に
類
す
る
運
筆
は
藍
紙
本
に
お
い
て
「
木
」・「
米
」・「
珠
」・「
粟
」

等
、
他
の
文
字
に
も
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
特
徴
は
唐
紙
切
に
は
見
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。 

◇
木 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◇
米 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

◇
珠 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◇
粟 

 
 

藍
紙
本 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藍
紙
本 

 
 

               
 

 
 

 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

■
天 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

■
天 

 
 

 

藍
紙
本 

 
 

                      

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
               

 
 

 
 

   

 
 

 
    

 
  

 
 

 

藍
紙
本
の
右
払
い
に
は
矢
印
①
の
ご
と
く
重
み
が
あ
り
、
か
つ
独
特
な
曲
線
を
描
く

も
の
が
混
在
し
て
い
る
。
藍
紙
本
で
は
矢
印
①
に
類
す
る
運
筆
が
、
次
に
挙
げ
る
「
伎
」・

 

 

■
春
⑴  

藍
紙
本 

 
 

               

唐
紙
切 

 
     

 
   

 
 

 

矢
印
①
（
「
日
」
）
に
注
目
す
る
と
藍
紙
本
で
は
そ
の
一
画
目
が
太
く
書
さ
れ
、
当
該
文

字
（
「
春
」
）
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
「
日
」
に
は
存
在
感
が
あ
る
。
「
春
」
の
右
払
い

（
矢
印
②
）
に
つ
い
て
、
右
の
事
例
で
は
止
め
て
い
る
が
、
藍
紙
本
の
「
春
」
で
は
次

に
例
示
す
る
ご
と
く
、
払
う
場
合
も
あ
る
。
前
述
し
た
特
徴
は
そ
こ
に
も
確
認
さ
れ
る

（
そ
の
特
徴
は
「
春
」
の
み
な
ら
ず
次
に
事
例
を
載
せ
る
通
り
、「
者
」
等
に
も
見
受
け

ら
れ
る
）
。
そ
れ
に
対
し
て
唐
紙
切
で
は
「
日
」
が
や
や
右
方
に
位
置
し
、
そ
の
結
果
、

矢
印
③
の
辺
り
に
余
白
が
生
じ
る
。
唐
紙
切
の
ご
と
き
余
白
を
有
す
る
「
春
」
は
藍
紙

本
に
は
見
出
し
得
な
い
。 

◇
春
⑵ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◇
者 

 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藍
紙
本 

 
 

     
   

 

  

■
来 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

■
来 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

唐
紙
切 

 
 

 
 

 
 

 

矢
印
①
が
藍
紙
本
で
は
短
く
、
ま
た
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
直
線
的
で
あ
る
が
、
一
方
の

唐
紙
切
の
当
該
箇
所
で
は
ゆ
っ
た
り
と
運
筆
さ
れ
て
い
る
。 

前
述
し
た
矢
印
①
に
類
す
る
運
筆
は
藍
紙
本
に
お
い
て
「
木
」・「
米
」・「
珠
」・「
粟
」

等
、
他
の
文
字
に
も
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
特
徴
は
唐
紙
切
に
は
見
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。 

◇
木 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◇
米 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

◇
珠 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◇
粟 

 
 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藍
紙
本 

 
 

               
 

 
 

 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

■
天 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

■
天 

 
 

 

藍
紙
本 

 
 

                      

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
               

 
 

 
 

   

 
 

 
    

 
  

 
 

 
藍
紙
本
の
右
払
い
に
は
矢
印
①
の
ご
と
く
重
み
が
あ
り
、
か
つ
独
特
な
曲
線
を
描
く

も
の
が
混
在
し
て
い
る
。
藍
紙
本
で
は
矢
印
①
に
類
す
る
運
筆
が
、
次
に
挙
げ
る
「
伎
」・

 

 

■
春
⑴  

藍
紙
本 

 
 

               

唐
紙
切 

 
     

 
   

 
 

 

矢
印
①
（
「
日
」
）
に
注
目
す
る
と
藍
紙
本
で
は
そ
の
一
画
目
が
太
く
書
さ
れ
、
当
該
文

字
（
「
春
」
）
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
「
日
」
に
は
存
在
感
が
あ
る
。
「
春
」
の
右
払
い

（
矢
印
②
）
に
つ
い
て
、
右
の
事
例
で
は
止
め
て
い
る
が
、
藍
紙
本
の
「
春
」
で
は
次

に
例
示
す
る
ご
と
く
、
払
う
場
合
も
あ
る
。
前
述
し
た
特
徴
は
そ
こ
に
も
確
認
さ
れ
る

（
そ
の
特
徴
は
「
春
」
の
み
な
ら
ず
次
に
事
例
を
載
せ
る
通
り
、「
者
」
等
に
も
見
受
け

ら
れ
る
）
。
そ
れ
に
対
し
て
唐
紙
切
で
は
「
日
」
が
や
や
右
方
に
位
置
し
、
そ
の
結
果
、

矢
印
③
の
辺
り
に
余
白
が
生
じ
る
。
唐
紙
切
の
ご
と
き
余
白
を
有
す
る
「
春
」
は
藍
紙

本
に
は
見
出
し
得
な
い
。 

◇
春
⑵ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◇
者 

 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藍
紙
本 

 
 

     
   

 

  

■
来 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

■
来 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

唐
紙
切 

 
 

 
 

 
 

 

矢
印
①
が
藍
紙
本
で
は
短
く
、
ま
た
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
直
線
的
で
あ
る
が
、
一
方
の

唐
紙
切
の
当
該
箇
所
で
は
ゆ
っ
た
り
と
運
筆
さ
れ
て
い
る
。 

前
述
し
た
矢
印
①
に
類
す
る
運
筆
は
藍
紙
本
に
お
い
て
「
木
」・「
米
」・「
珠
」・「
粟
」

等
、
他
の
文
字
に
も
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
特
徴
は
唐
紙
切
に
は
見
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
る
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藍
紙
本
の
右
払
い
に
は
矢
印
①
の
ご
と
く
重
み
が
あ
り
、
か
つ
独
特
な
曲
線
を
描
く

も
の
が
混
在
し
て
い
る
。
藍
紙
本
で
は
矢
印
①
に
類
す
る
運
筆
が
、
次
に
挙
げ
る
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伎
」・
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印
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（
「
日
」
）
に
注
目
す
る
と
藍
紙
本
で
は
そ
の
一
画
目
が
太
く
書
さ
れ
、
当
該
文

字
（
「
春
」
）
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
「
日
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に
は
存
在
感
が
あ
る
。
「
春
」
の
右
払
い

（
矢
印
②
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に
つ
い
て
、
右
の
事
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で
は
止
め
て
い
る
が
、
藍
紙
本
の
「
春
」
で
は
次

に
例
示
す
る
ご
と
く
、
払
う
場
合
も
あ
る
。
前
述
し
た
特
徴
は
そ
こ
に
も
確
認
さ
れ
る

（
そ
の
特
徴
は
「
春
」
の
み
な
ら
ず
次
に
事
例
を
載
せ
る
通
り
、「
者
」
等
に
も
見
受
け

ら
れ
る
）
。
そ
れ
に
対
し
て
唐
紙
切
で
は
「
日
」
が
や
や
右
方
に
位
置
し
、
そ
の
結
果
、

矢
印
③
の
辺
り
に
余
白
が
生
じ
る
。
唐
紙
切
の
ご
と
き
余
白
を
有
す
る
「
春
」
は
藍
紙
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に
は
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出
し
得
な
い
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切
に
比
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て
高
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と
こ
ろ
に
位
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し
て
い
る
。
ま
た
矢
印
②
の
ご
と
く
、
鋭
く
右
上
方
へ
向
け
て
突
き
返
す
よ
う
な
運

筆
も
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
特
徴
は
唐
紙
切
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
唐
紙
切
の
書
は
穏
や
か
な
印
象
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
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・
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等
、
多
数
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認
さ
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に
そ
の
特
徴
は

見
当
た
ら
な
い
。 

◇
伎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

◇
受 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◇
伏 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◇
波 

 
 

 
 

 
 

 
 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藍
紙
本 

            
 

 
 

 

 

次
に
仮
名
に
つ
い
て
述
べ
る
。 

 ■
ひ 藍

紙
本 

 
 

                 
 

 
 

 

唐
紙
切 

 
 

 
  

  
 

 

藍
紙
本
の
矢
印
①
は
唐
紙
切
に
比
し
て
高
い
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
。
ま
た
矢
印
②

の
ご
と
く
、
鋭
く
右
上
方
へ
向
け
て
突
き
返
す
よ
う
な
運
筆
も
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の

よ
う
な
特
徴
は
唐
紙
切
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
唐
紙
切
の
書
は
穏
や
か
な
印
象
を
与
え

る
も
の
で
あ
る
。 

 

■
那 藍

紙
本 

 
 

                        

唐
紙
切 

 

 
 

      
 

前
項
に
お
い
て
指
摘
し
た
「
ひ
」
と
同
様
、「
那
」
に
お
い
て
も
藍
紙
本
で
は
右
側
の

部
分
（
矢
印
①
）
が
唐
紙
切
の
矢
印
②
に
比
し
て
、
当
該
文
字
中
、
高
い
所
に
位
置
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
藍
紙
本
の
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は
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り
も
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い
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点
線
③
は
唐
紙
切
の
当
該
箇
所
よ
り
も
短
い

も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
矢
印
①
の
位
置
が
よ
り
高
く
感
じ
ら
れ
る
。 

藍
紙
本
の
「
れ
」
・
「
能
」
等
に
も
そ
の
特
徴
に
類
す
る
も
の
が
存
す
る
。 

 

◇
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◇
能 

 
 

藍
紙
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藍
紙
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  ■
の 藍

紙
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唐
紙
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藍
紙
本
で
は
矢
印
①
の
辺
り
で
運
筆
を
止
め
る
事
例
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
藍
紙
本
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唐
紙
切

藍
紙
本
で
は
矢
印
①
の
辺
り
で
運
筆
を
止
め
る
事
例
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
藍
紙
本
に
お
け
る
、
矢
印
①
の
辺
り
で
止
め
、
そ
の
後
の
運
筆
（
回

転
部
分
）
を
省
略
す
る
と
い
う
特
徴
は
、
次
に
事
例
を
挙
げ
る
ご
と
く
、「
の
」
に
限
ら
ず
、「
ろ
」
に
も
確
認
さ
れ
る
。

ま
た
藍
紙
本
「
の
」
で
は
、
次
の
事
例
の
ご
と
く
、
矢
印
①
の
辺
り
で
穂
先
を
止
め
、
直
線
的
に
そ
の
次
（
下
方
）
の
文
字
へ
と
連
綿
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
の
」
に
限
ら
ず
、
藍
紙
本
で
は
「
あ
」・「
わ
」
等
に
も
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

一
方
の
唐
紙
切
に
は
如
上
の
ご
と
き
特
徴
は
見
当
た
ら
な
い
。
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「
受
」
・
「
伏
」
・
「
波
」
等
、
多
数
確
認
さ
れ
る
が
、
唐
紙
切
の
右
払
い
に
そ
の
特
徴
は

見
当
た
ら
な
い
。 
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次
に
仮
名
に
つ
い
て
述
べ
る
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紙
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唐
紙
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藍
紙
本
の
矢
印
①
は
唐
紙
切
に
比
し
て
高
い
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
。
ま
た
矢
印
②

の
ご
と
く
、
鋭
く
右
上
方
へ
向
け
て
突
き
返
す
よ
う
な
運
筆
も
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の

よ
う
な
特
徴
は
唐
紙
切
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
唐
紙
切
の
書
は
穏
や
か
な
印
象
を
与
え

る
も
の
で
あ
る
。 
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項
に
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い
て
指
摘
し
た
「
ひ
」
と
同
様
、「
那
」
に
お
い
て
も
藍
紙
本
で
は
右
側
の

部
分
（
矢
印
①
）
が
唐
紙
切
の
矢
印
②
に
比
し
て
、
当
該
文
字
中
、
高
い
所
に
位
置
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
藍
紙
本
の
点
線
③
は
唐
紙
切
の
当
該
箇
所
よ
り
も
短
い

も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
矢
印
①
の
位
置
が
よ
り
高
く
感
じ
ら
れ
る
。 

藍
紙
本
の
「
れ
」
・
「
能
」
等
に
も
そ
の
特
徴
に
類
す
る
も
の
が
存
す
る
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紙
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矢
印
①
の
辺
り
で
運
筆
を
止
め
る
事
例
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
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本

 

 

に
お
け
る
、
矢
印
①
の
辺
り
で
止
め
、
そ
の
後
の
運
筆
（
回
転
部
分
）
を
省
略
す
る
と

い
う
特
徴
は
、
次
に
事
例
を
挙
げ
る
ご
と
く
、
「
の
」
に
限
ら
ず
、
「
ろ
」
に
も
確
認
さ

れ
る
。 

ま
た
藍
紙
本
「
の
」
で
は
、
次
の
事
例
の
ご
と
く
、
矢
印
①
の
辺
り
で
穂
先
を
止
め
、

直
線
的
に
そ
の
次
（
下
方
）
の
文
字
へ
と
連
綿
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
の
」

に
限
ら
ず
、
藍
紙
本
で
は
「
あ
」
・
「
わ
」
等
に
も
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。 

一
方
の
唐
紙
切
に
は
如
上
の
ご
と
き
特
徴
は
見
当
た
ら
な
い
。 

◇
ろ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

◇
の 

 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

     

◇
あ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

◇
わ 

藍
紙
本 

 
 

 
 

         

藍
紙
本 

    
 

  

■
や 藍

紙
本 

 
 

              

唐
紙
切 

 
 

 
     

 

藍
紙
本
の
矢
印
①
で
は
い
わ
ゆ
る
逆
筆
に
よ
り
運
筆
さ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
「
や
」

に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
筆
遣
い
は
唐
紙
切
に
は
見
出
し
得
な
い
。
一
方
、
唐
紙
切
で
は
、

矢
印
②
に
お
い
て
、
や
や
左
上
方
へ
向
か
う
傾
向
に
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
印
象
を

与
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
特
徴
も
藍
紙
本
に
は
見
当
た
ら
な
い
。 

藍
紙
本
の
漢
字
の
書
の
特
徴
に
は
起
筆
の
鋭
さ
、
存
在
感
の
あ
る
画
（
縦
画
、
右
払

い
等
）
、
直
線
的
と
も
言
え
る
左
払
い
等
が
特
徴
的
と
言
え
る
。 

仮
名
に
お
い
て
も
唐
紙
切
に
は
見
出
し
得
な
い
要
素
が
藍
紙
本
に
は
存
し
て
い
た
。

藍
紙
本
の
「
ひ
」・「
那
」
等
で
は
、
右
側
の
部
分
が
高
い
所
に
位
置
す
る
傾
向
に
あ
り
、

ま
た
、「
の
」
の
後
半
（
曲
線
部
）
に
も
独
特
な
運
筆
が
確
認
さ
れ
た
。
漢
字
、
仮
名
と

も
に
藍
紙
本
の
書
き
振
り
は
意
志
的
に
感
じ
ら
れ
る
。 

一
方
、
唐
紙
切
の
書
は
柔
ら
か
い
印
象
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
藍
紙
本
の
書
に
存

す
る
鋭
さ
、
力
強
さ
等
は
唐
紙
切
の
書
か
ら
は
感
受
さ
れ
な
か
っ
た
。 

な
お
、『
古
筆
学
大
成
』
に
は
唐
紙
切
の
模
写
の
図
版
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

中
に
お
い
て
も
本
調
査
結
果
と
異
な
る
要
素
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。 

 

四 
 

詩
歌
句
の
有
無
・
排
列
、
及
び
個
々
の
本
文
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
結
果
、
唐
紙

切
は
葦
手
本
と
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
十
二
世
紀
の

書
写
と
さ
れ
る
久
松
切
・
戊
辰
切
等
と
唐
紙
切
と
の
同
文
箇
所
も
確
認
さ
れ
た
。
そ
の

中
に
は
出
典
と
の
照
合
が
な
さ
れ
た
結
果
の
も
の
が
混
在
し
て
い
る
と
推
測
す
る
。
一

方
、
和
歌
の
真
名
書
き
が
存
す
る
点
に
お
い
て
、
唐
紙
切
と
葦
手
本
・
巻
子
本
に
は
共

通
性
が
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
用
字
に
つ
い
て
、
表
記
史
上
、
院
政
期
に
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
先
学
の
研
究
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
院
政
期
に
は
作
品
の
出
典
調
査
、

校
訂
を
行
う
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
）
。 

本
稿
で
は
藍
紙
本
（
伊
房
の
真
筆
と
さ
れ
て
い
る
）
と
の
書
に
関
す
る
比
較
検
討
も

行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
藍
紙
本
と
唐
紙
切
と
の
間
に
は
相
違
が
確
認
さ
れ
、
藍
紙
本
の

書
の
個
性
の
強
さ
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
本
稿
中
、
指
摘
し
た
要
素
は
唐
紙
切
か
ら
は

看
取
さ
れ
ず
、
唐
紙
切
の
書
は
藍
紙
本
と
対
蹠
的
と
も
言
え
る
程
、
柔
ら
か
い
印
象
を

与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

仮
に
、
両
本
が
伊
房
の
真
筆
で
あ
り
、
藍
紙
本
が
「
承
保
三
年
（
一
〇
七
六
）
」
の
「
附

近
の
書
写
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
唐
紙
切
の
書
に
つ
い
て
、
老
熟
の
域
に
達
し
た
も
の
と

 

 

に
お
け
る
、
矢
印
①
の
辺
り
で
止
め
、
そ
の
後
の
運
筆
（
回
転
部
分
）
を
省
略
す
る
と

い
う
特
徴
は
、
次
に
事
例
を
挙
げ
る
ご
と
く
、
「
の
」
に
限
ら
ず
、
「
ろ
」
に
も
確
認
さ

れ
る
。 

ま
た
藍
紙
本
「
の
」
で
は
、
次
の
事
例
の
ご
と
く
、
矢
印
①
の
辺
り
で
穂
先
を
止
め
、

直
線
的
に
そ
の
次
（
下
方
）
の
文
字
へ
と
連
綿
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
の
」

に
限
ら
ず
、
藍
紙
本
で
は
「
あ
」
・
「
わ
」
等
に
も
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。 

一
方
の
唐
紙
切
に
は
如
上
の
ご
と
き
特
徴
は
見
当
た
ら
な
い
。 
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紙
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唐
紙
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藍
紙
本
の
矢
印
①
で
は
い
わ
ゆ
る
逆
筆
に
よ
り
運
筆
さ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
「
や
」

に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
筆
遣
い
は
唐
紙
切
に
は
見
出
し
得
な
い
。
一
方
、
唐
紙
切
で
は
、

矢
印
②
に
お
い
て
、
や
や
左
上
方
へ
向
か
う
傾
向
に
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
印
象
を

与
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
特
徴
も
藍
紙
本
に
は
見
当
た
ら
な
い
。 

藍
紙
本
の
漢
字
の
書
の
特
徴
に
は
起
筆
の
鋭
さ
、
存
在
感
の
あ
る
画
（
縦
画
、
右
払

い
等
）
、
直
線
的
と
も
言
え
る
左
払
い
等
が
特
徴
的
と
言
え
る
。 

仮
名
に
お
い
て
も
唐
紙
切
に
は
見
出
し
得
な
い
要
素
が
藍
紙
本
に
は
存
し
て
い
た
。

藍
紙
本
の
「
ひ
」・「
那
」
等
で
は
、
右
側
の
部
分
が
高
い
所
に
位
置
す
る
傾
向
に
あ
り
、

ま
た
、「
の
」
の
後
半
（
曲
線
部
）
に
も
独
特
な
運
筆
が
確
認
さ
れ
た
。
漢
字
、
仮
名
と

も
に
藍
紙
本
の
書
き
振
り
は
意
志
的
に
感
じ
ら
れ
る
。 

一
方
、
唐
紙
切
の
書
は
柔
ら
か
い
印
象
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
藍
紙
本
の
書
に
存

す
る
鋭
さ
、
力
強
さ
等
は
唐
紙
切
の
書
か
ら
は
感
受
さ
れ
な
か
っ
た
。 

な
お
、『
古
筆
学
大
成
』
に
は
唐
紙
切
の
模
写
の
図
版
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

中
に
お
い
て
も
本
調
査
結
果
と
異
な
る
要
素
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。 
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詩
歌
句
の
有
無
・
排
列
、
及
び
個
々
の
本
文
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
結
果
、
唐
紙

切
は
葦
手
本
と
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
十
二
世
紀
の

書
写
と
さ
れ
る
久
松
切
・
戊
辰
切
等
と
唐
紙
切
と
の
同
文
箇
所
も
確
認
さ
れ
た
。
そ
の

中
に
は
出
典
と
の
照
合
が
な
さ
れ
た
結
果
の
も
の
が
混
在
し
て
い
る
と
推
測
す
る
。
一

方
、
和
歌
の
真
名
書
き
が
存
す
る
点
に
お
い
て
、
唐
紙
切
と
葦
手
本
・
巻
子
本
に
は
共

通
性
が
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
用
字
に
つ
い
て
、
表
記
史
上
、
院
政
期
に
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
先
学
の
研
究
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
院
政
期
に
は
作
品
の
出
典
調
査
、

校
訂
を
行
う
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
）
。 

本
稿
で
は
藍
紙
本
（
伊
房
の
真
筆
と
さ
れ
て
い
る
）
と
の
書
に
関
す
る
比
較
検
討
も

行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
藍
紙
本
と
唐
紙
切
と
の
間
に
は
相
違
が
確
認
さ
れ
、
藍
紙
本
の

書
の
個
性
の
強
さ
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
本
稿
中
、
指
摘
し
た
要
素
は
唐
紙
切
か
ら
は

看
取
さ
れ
ず
、
唐
紙
切
の
書
は
藍
紙
本
と
対
蹠
的
と
も
言
え
る
程
、
柔
ら
か
い
印
象
を

与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

仮
に
、
両
本
が
伊
房
の
真
筆
で
あ
り
、
藍
紙
本
が
「
承
保
三
年
（
一
〇
七
六
）
」
の
「
附

近
の
書
写
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
唐
紙
切
の
書
に
つ
い
て
、
老
熟
の
域
に
達
し
た
も
の
と

 

 

「
受
」
・
「
伏
」
・
「
波
」
等
、
多
数
確
認
さ
れ
る
が
、
唐
紙
切
の
右
払
い
に
そ
の
特
徴
は

見
当
た
ら
な
い
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次
に
仮
名
に
つ
い
て
述
べ
る
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唐
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藍
紙
本
の
矢
印
①
は
唐
紙
切
に
比
し
て
高
い
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
。
ま
た
矢
印
②

の
ご
と
く
、
鋭
く
右
上
方
へ
向
け
て
突
き
返
す
よ
う
な
運
筆
も
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の

よ
う
な
特
徴
は
唐
紙
切
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
唐
紙
切
の
書
は
穏
や
か
な
印
象
を
与
え

る
も
の
で
あ
る
。 

 

■
那 藍

紙
本 

 
 

                        

唐
紙
切 

 

 
 

      
 

前
項
に
お
い
て
指
摘
し
た
「
ひ
」
と
同
様
、「
那
」
に
お
い
て
も
藍
紙
本
で
は
右
側
の

部
分
（
矢
印
①
）
が
唐
紙
切
の
矢
印
②
に
比
し
て
、
当
該
文
字
中
、
高
い
所
に
位
置
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
藍
紙
本
の
点
線
③
は
唐
紙
切
の
当
該
箇
所
よ
り
も
短
い

も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
矢
印
①
の
位
置
が
よ
り
高
く
感
じ
ら
れ
る
。 

藍
紙
本
の
「
れ
」
・
「
能
」
等
に
も
そ
の
特
徴
に
類
す
る
も
の
が
存
す
る
。 

 

◇
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◇
能 

 
 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藍
紙
本 

 
         

 

  ■
の 藍

紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

唐
紙
切 

 
 

 
 

 
 

 
 

藍
紙
本
で
は
矢
印
①
の
辺
り
で
運
筆
を
止
め
る
事
例
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
藍
紙
本
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■
や藍

紙
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唐
紙
切

 　
　
　

    　

 

藍
紙
本
の
矢
印
①
で
は
い
わ
ゆ
る
逆
筆
に
よ
り
運
筆
さ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。「
や
」
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
筆
遣
い
は
唐
紙
切
に
は
見
出
し

得
な
い
。
一
方
、
唐
紙
切
で
は
、
矢
印
②
に
お
い
て
、
や
や
左
上
方
へ
向
か
う
傾
向
に
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
印
象
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
特
徴
も
藍
紙
本
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

藍
紙
本
の
漢
字
の
書
の
特
徴
に
は
起
筆
の
鋭
さ
、
存
在
感
の
あ
る
画
（
縦
画
、
右
払
い
等
）、
直
線
的
と
も
言
え
る
左
払
い
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

仮
名
に
お
い
て
も
唐
紙
切
に
は
見
出
し
得
な
い
要
素
が
藍
紙
本
に
は
存
し
て
い
た
。
藍
紙
本
の
「
ひ
」・「
那
」
等
で
は
、
右
側
の
部
分
が
高
い

所
に
位
置
す
る
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、「
の
」
の
後
半
（
曲
線
部
）
に
も
独
特
な
運
筆
が
確
認
さ
れ
た
。
漢
字
、
仮
名
と
も
に
藍
紙
本
の
書
き
振
り

は
意
志
的
に
感
じ
ら
れ
る
。

一
方
、
唐
紙
切
の
書
は
柔
ら
か
い
印
象
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
藍
紙
本
の
書
に
存
す
る
鋭
さ
、
力
強
さ
等
は
唐
紙
切
の
書
か
ら
は
感
受
さ
れ

な
か
っ
た
。

な
お
、『
古
筆
学
大
成
』
に
は
唐
紙
切
の
模
写
の
図
版
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
お
い
て
も
本
調
査
結
果
と
異
な
る
要
素
は
見
当
た

ら
な
か
っ
た
。

 

 

に
お
け
る
、
矢
印
①
の
辺
り
で
止
め
、
そ
の
後
の
運
筆
（
回
転
部
分
）
を
省
略
す
る
と

い
う
特
徴
は
、
次
に
事
例
を
挙
げ
る
ご
と
く
、
「
の
」
に
限
ら
ず
、
「
ろ
」
に
も
確
認
さ

れ
る
。 

ま
た
藍
紙
本
「
の
」
で
は
、
次
の
事
例
の
ご
と
く
、
矢
印
①
の
辺
り
で
穂
先
を
止
め
、

直
線
的
に
そ
の
次
（
下
方
）
の
文
字
へ
と
連
綿
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
の
」

に
限
ら
ず
、
藍
紙
本
で
は
「
あ
」
・
「
わ
」
等
に
も
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。 

一
方
の
唐
紙
切
に
は
如
上
の
ご
と
き
特
徴
は
見
当
た
ら
な
い
。 

◇
ろ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

◇
の 

 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藍
紙
本 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

     

◇
あ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

◇
わ 

藍
紙
本 

 
 

 
 

         

藍
紙
本 

    
 

  

■
や 藍

紙
本 

 
 

              

唐
紙
切 

 
 

 
     

 

藍
紙
本
の
矢
印
①
で
は
い
わ
ゆ
る
逆
筆
に
よ
り
運
筆
さ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
「
や
」

に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
筆
遣
い
は
唐
紙
切
に
は
見
出
し
得
な
い
。
一
方
、
唐
紙
切
で
は
、

矢
印
②
に
お
い
て
、
や
や
左
上
方
へ
向
か
う
傾
向
に
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
印
象
を

与
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
特
徴
も
藍
紙
本
に
は
見
当
た
ら
な
い
。 

藍
紙
本
の
漢
字
の
書
の
特
徴
に
は
起
筆
の
鋭
さ
、
存
在
感
の
あ
る
画
（
縦
画
、
右
払

い
等
）
、
直
線
的
と
も
言
え
る
左
払
い
等
が
特
徴
的
と
言
え
る
。 

仮
名
に
お
い
て
も
唐
紙
切
に
は
見
出
し
得
な
い
要
素
が
藍
紙
本
に
は
存
し
て
い
た
。

藍
紙
本
の
「
ひ
」・「
那
」
等
で
は
、
右
側
の
部
分
が
高
い
所
に
位
置
す
る
傾
向
に
あ
り
、

ま
た
、「
の
」
の
後
半
（
曲
線
部
）
に
も
独
特
な
運
筆
が
確
認
さ
れ
た
。
漢
字
、
仮
名
と

も
に
藍
紙
本
の
書
き
振
り
は
意
志
的
に
感
じ
ら
れ
る
。 

一
方
、
唐
紙
切
の
書
は
柔
ら
か
い
印
象
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
藍
紙
本
の
書
に
存

す
る
鋭
さ
、
力
強
さ
等
は
唐
紙
切
の
書
か
ら
は
感
受
さ
れ
な
か
っ
た
。 

な
お
、『
古
筆
学
大
成
』
に
は
唐
紙
切
の
模
写
の
図
版
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

中
に
お
い
て
も
本
調
査
結
果
と
異
な
る
要
素
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。 

 

四 
 

詩
歌
句
の
有
無
・
排
列
、
及
び
個
々
の
本
文
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
結
果
、
唐
紙

切
は
葦
手
本
と
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
十
二
世
紀
の

書
写
と
さ
れ
る
久
松
切
・
戊
辰
切
等
と
唐
紙
切
と
の
同
文
箇
所
も
確
認
さ
れ
た
。
そ
の

中
に
は
出
典
と
の
照
合
が
な
さ
れ
た
結
果
の
も
の
が
混
在
し
て
い
る
と
推
測
す
る
。
一

方
、
和
歌
の
真
名
書
き
が
存
す
る
点
に
お
い
て
、
唐
紙
切
と
葦
手
本
・
巻
子
本
に
は
共

通
性
が
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
用
字
に
つ
い
て
、
表
記
史
上
、
院
政
期
に
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
先
学
の
研
究
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
院
政
期
に
は
作
品
の
出
典
調
査
、

校
訂
を
行
う
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
）
。 

本
稿
で
は
藍
紙
本
（
伊
房
の
真
筆
と
さ
れ
て
い
る
）
と
の
書
に
関
す
る
比
較
検
討
も

行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
藍
紙
本
と
唐
紙
切
と
の
間
に
は
相
違
が
確
認
さ
れ
、
藍
紙
本
の

書
の
個
性
の
強
さ
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
本
稿
中
、
指
摘
し
た
要
素
は
唐
紙
切
か
ら
は

看
取
さ
れ
ず
、
唐
紙
切
の
書
は
藍
紙
本
と
対
蹠
的
と
も
言
え
る
程
、
柔
ら
か
い
印
象
を

与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

仮
に
、
両
本
が
伊
房
の
真
筆
で
あ
り
、
藍
紙
本
が
「
承
保
三
年
（
一
〇
七
六
）
」
の
「
附

近
の
書
写
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
唐
紙
切
の
書
に
つ
い
て
、
老
熟
の
域
に
達
し
た
も
の
と
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詩
歌
句
の
有
無
・
排
列
、
及
び
個
々
の
本
文
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
結
果
、
唐
紙
切
は
葦
手
本
と
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ

れ
た
。
ま
た
、
十
二
世
紀
の
書
写
と
さ
れ
る
久
松
切
・
戊
辰
切
等
と
唐
紙
切
と
の
同
文
箇
所
も
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
出
典
と
の
照
合
が
な

さ
れ
た
結
果
の
も
の
が
混
在
し
て
い
る
と
推
測
す
る
。
一
方
、
和
歌
の
真
名
書
き
が
存
す
る
点
に
お
い
て
、
唐
紙
切
と
葦
手
本
・
巻
子
本
に
は
共

通
性
が
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
用
字
に
つ
い
て
、
表
記
史
上
、
院
政
期
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
先
学
の
研
究
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
院
政

期
に
は
作
品
の
出
典
調
査
、
校
訂
を
行
う
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
）。

本
節
で
は
藍
紙
本
（
伊
房
の
真
筆
と
さ
れ
て
い
る
）
と
の
書
に
関
す
る
比
較
検
討
も
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
藍
紙
本
と
唐
紙
切
と
の
間
に
は
相

違
が
確
認
さ
れ
、
藍
紙
本
の
書
の
個
性
の
強
さ
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
本
節
中
、
指
摘
し
た
要
素
は
唐
紙
切
か
ら
は
看
取
さ
れ
ず
、
唐
紙
切
の
書

は
藍
紙
本
と
対
蹠
的
と
も
言
え
る
程
、
柔
ら
か
い
印
象
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

仮
に
、
両
本
が
伊
房
の
真
筆
で
あ
り
、
藍
紙
本
が
「
承
保
三
年
（
一
〇
七
六
）
」
の
「
附
近
の
書
写
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
唐
紙
切
の
書
に
つ
い
て
、

老
熟
の
域
に
達
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
で
、
久
曽
神
氏
の
所
説
（「
一
〇
九
〇
年
頃
」
の
書
写
）
に
矛
盾
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
伊

房
の
時
代
は
摂
関
期
か
ら
院
政
期
へ
の
過
渡
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
節
に
お
け
る
書
写
内
容
、
表
記
に
関
す
る
考
察
結
果
か
ら
判
断
す
る
と
、

む
し
ろ
唐
紙
切
は
十
二
世
紀
の
書
写
と
推
測
す
る
方
が
自
然
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

唐
紙
切
を
伊
房
の
真
筆
で
あ
る
と
推
定
す
る
な
ら
ば
、
実
物
調
査
が
な
さ
れ
た
上
で
真
筆
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
根
拠
（
事
例
）
が
提
示
さ

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
前
に
行
う
べ
き
こ
と
は
図
版
レ
ベ
ル
に
お
い
て
唐
紙
切
と
藍
紙
本
と
の
相
違
を
見
出
し
、
か
つ
そ
の
考
察
結

果
を
整
理
す
る
作
業
で
あ
る
と
考
え
、
本
考
察
を
行
っ
た
。

今
回
、
調
査
し
得
た
唐
紙
切
の
詩
歌
句
数
は
一
一
〇
首
で
あ
る
。
分
量
が
少
な
く
、
未
調
査
の
部
分
は
多
い
（
調
査
し
得
た
平
安
時
代
書
写
と

さ
れ
る
諸
伝
本
の
詩
歌
句
の
う
ち
、
唐
紙
切
は
一
三
％
程
で
あ
る
）。
そ
の
僅
か
な
分
量
の
中
、
唐
紙
切
と
葦
手
本
・
巻
子
本
等
と
の
共
通
性
を

確
認
し
得
た
。
唐
紙
切
が
伊
房
の
真
筆
か
否
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
結
論
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
世
尊
寺
家
の
人
々
に
受
け
継
が
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れ
た
書
写
内
容
、
表
記
を
唐
紙
切
が
有
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
な
こ
と
と
考
え
る
。

注（
1
）
小
松
茂
美
氏
著
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
四
巻
﹇
平
成
2
年  

講
談
社
﹈、
及
び
『
泉
屋
博
古 

日
本
書
跡
』﹇
平
成
19
年  

泉
屋
博
古
館
﹈
に
拠
る
。

（
2
）
一
首
全
体
の
姿
が
未
確
認
で
あ
る
断
簡
に
つ
い
て
は
そ
の
番
号
を
括
弧
に
入
れ
て
示
す
（
以
下
、
同
）。

（
3
）
久
曽
神
昇
氏
著
『
仮
名
古
筆
の
内
容
的
研
究
』﹇
昭
和
55
年  

ひ
た
く
書
房
﹈
189
頁

（
4
）
本
書
（
第
一
章 

第
二
節
）
35
頁

（
5
）
本
書
（
第
三
章 

第
三
節
）
中
、
掲
載
。

（
6
）
唐
紙
切
、
断
簡
（
和
歌
の
途
中
で
裁
断
さ
れ
て
い
る
）。

（
7
）
陽
明
文
庫
編
集
『
陽
明
叢
書 

国
書
篇 
第
七
輯 

和
漢
朗
詠
集
・
新
撰
朗
詠
集
』﹇
昭
和
53
年  

思
文
閣
出
版
﹈
10
・
11
頁

（
8
）
木
藤
智
子
氏
「
平
安
時
代
に
お
け
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
書
写
と
享
受
」『
百
舌
鳥
国
文
』
第
六
号
﹇
昭
和
61
年  

大
阪
女
子
大
学
大
学
院
国
語
学
国
文
学
専

攻
院
生
の
会
﹈

（
9
）
久
曽
神
昇
氏
著
『
古
今
和
歌
集
成
立
論 

研
究
編
』﹇
昭
和
36
年  

風
間
書
房
﹈
310
頁

（
10
）
小
林
芳
規
氏
「
平
安
時
代
の
平
仮
名
文
に
用
い
ら
れ
た
表
記
様
式
（
Ⅰ
）
」『
国
語
学
』
四
四
集
﹇
昭
和
36
年
3
月 

国
語
学
会
﹈

（
11
）
徳
永
良
次
氏
「
元
永
本
『
古
今
和
歌
集
』
の
漢
字
使
用
の
一
側
面
」（『
築
島
裕
博
士
古
稀
記
念 

国
語
学
論
集
』﹇
平
成
7
年  

汲
古
書
院
﹈
所
収
）

（
12
）
浅
田
徹
氏
「
元
永
本
古
今
集
を
読
む
た
め
に 

―
表
記
史
と
書
道
史
―
」（『
国
語
文
字
史
の
研
究
』
一
二
﹇
平
成
23
年  

和
泉
書
院
﹈
所
収
）

（
13
）
前
掲
（
注
12
）
に
同
。

（
14
）
小
松
茂
美
氏
著
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
三
巻
﹇
平
成
2
年  

講
談
社
﹈
427
頁

 
 

 

小
松
茂
美
氏
著
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
四
巻
﹇
平
成
2
年  

講
談
社
﹈
351
頁
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（
15
）
小
松
茂
美
氏
著
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
四
巻
﹇
平
成
2
年  

講
談
社
﹈
344
〜
346
頁

（
16
）
島
谷
弘
幸
氏
編
著
『
料
紙
と
書 

―
東
ア
ジ
ア
書
道
史
の
世
界
―
』﹇
平
成
26
年  

思
文
閣
出
版
﹈
228
頁

（
17
）
堀
部
正
二
氏
は
唐
紙
切
に
つ
い
て
「
世
尊
寺
伊
房
の
筆
に
擬
す
る
説
も
あ
る
が
東
大
寺
文
書
中
の
伊
房
真
蹟
に
比
し
て
従
ひ
難
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
（
同

氏
編
著
『
校
異
和
漢
朗
詠
集
』﹇
昭
和
56
年  

大
学
堂
書
店
﹈
35
頁
）。

（
18
）
前
掲
書
（
注
15
）
に
同
。
344
〜
346
頁

（
19
）
尾
上
八
郎
氏
著
『
平
安
時
代
の
草
仮
名
の
研
究
』﹇
昭
和
18
年  

雄
山
閣
﹈
74
頁

（
20
）
山
田
勉
・
松
本
未
穂
両
氏
「
伊
房
の
書
」『
福
岡
教
育
大
学
紀
要
』
第
四
四
号
﹇
平
成
7
年
﹈

（
21
）
飯
島
春
敬
氏
は
、「
伝
伊
経
筆
歌
集
切
な
ど
が
若
書
き
と
解
さ
れ
、
唐
紙
朗
詠
集
切
は
そ
の
次
の
書
写
で
あ
っ
た
ろ
う
」、「
老
年
に
至
っ
て
藍
紙
万
葉
集

の
よ
う
な
独
特
の
様
式
を
完
成
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
た
（『
飯
島
春
敬
全
集
』
第
六
巻
﹇
昭
和
61
年  

書
藝
文
化
新
社
﹈
284
頁
）。

（
22
）
小
松
茂
美
氏
著
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
二
巻
﹇
平
成
2
年  

講
談
社
﹈、
飯
島
春
敬
氏
解
説
・
釈
文
『
平
安
朝
か
な
名
蹟
選
集
』
第
二
一
巻
﹇
平
成
4
年  

書

藝
文
化
新
社
﹈
に
拠
る
。

﹇
謝
辞
﹈

本
稿
掲
載
の
図
版
は
講
談
社
刊
『
古
筆
学
大
成
』
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
社
に
は
掲
載
の
お
許
し
を
頂
き
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。




